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＜連絡事項＞
・田中　稔美様：10：00認定調査実施済み。
・田嶋　松男様：14：00銀杏苑訪問調査済み。
＜上野JGMより＞
・新しい受け持ち分担表、業務分担表を作成し青いファイルに入れたので各自確認お願いします。看護スタッフ1名につき5～6人の患者様を受け持っていただきます。ペアで看護スタッフを付けているので相談などに対応してください。ワーカー船橋さんと協力して退院支援を進めていって下さい。介護スタッフはおもにカルテチェックなどを行って頂きます。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　澄子様～只今外泊中ですが当院の許可なく南部町の整形外科スワンクリックを受診されたため、スワンクリニックから電話連絡がありました。主治医確認し他科受診の許可が出た為入院証明書はファックスし、元本は郵送済みです。保険証とお薬手帳の依頼あるため次男へ持って行ってもらうように電話連絡中ですがまだ連絡がついていません。
・松橋　トキ様～朝4時より排尿なし。田名部Dr報告し、水分補給適宜行い経過観察する
よう指示うけています。
＜田名部Dr＞
・堀切川　トシ様～臨時薬同内容にて4日分処方となっています。
＜馬渡Dr診察＞
・佐藤　光子様～臨時薬グーフィス（50）2Ｔ追加。他同内容にて7日分処方となっています。又、昼食前の血糖測定は中止の指示あり。
・中村　隆様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・上神田　實様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・水野　和子様～点滴変更なし。4/20～4/26まで同内容にて継続処方となっています。
・矢崎　清美様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・大村　すゑ様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・馬場　清様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・藤嶋　孝光様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・高橋　良美様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・佐美　福蔵様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・向谷地　照夫様～バルプロ酸錠剤がシロップに変更となっています。他同内容にて7日分処方となっています。
・清川　恵様～臨時薬バルプロ酸錠剤がシロップへ変更となっています。他同内容にて7
日分処方となっています。
・栃木　春子様～臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・水野　和子様～メイバランスミニ各食1本摂取。むせ込みなし。指示の点滴はトラブルなく施行中です。
・田嶋　松男様～臥床傾向みられています。トイレ誘導しましたが排尿なく、すぐに臥床されていました。
・堤　ヨシエ様～毎月行っていたカレンダー作成を実施したいと要望がありました。リハビリスタッフに依頼して実施して頂くこととなりました。
・三上　ミヨ様～食事は朝昼ともに拒食されています。メイバランスミニは各食全量摂取されています。拒薬みられていますが時間を空けて促し服薬して頂いています。
・杉山　千廣様～酸素飽和濃度92～94%で経過。バイタルサイン異常なし。痰鳴あり吸引施行しています。体動活発で点滴自己抜去あり都度差し替えを行っています。
・松橋　トキ様～解熱され、バイタルサイン異常なし。食事は朝1/3、昼は拒食。メイバランスミニは各食全量摂取されている。
・福田　りわ様～緑色の帯下あり。経過観察し明日も同様に帯下ある場合は主治医へ情報提供して下さい。
・中村　美代子様～感情失禁みられていました。症状観察していきましょう。
＜ケース検討会＞
患者様：K・B様(59歳)

主治医：馬渡Dr
病名：脳血管性認知症
検討内容：K・B様は自宅退院を希望され、成年後見人と面会を希望されている。しかし、面会できないことに不満・イライラが強い状態である。
現状：自己破産手続き中であり、弁護士が手続きを行っている。B・K様の自宅の名義が本
人ではなく両親の兄弟の名義になっているため、1年以上手続きにかかる見込みとの
事である。手続きが終わり次第後見人に連絡が入る予定とのことである。弁護士K・
B様の姉様は連絡を取り合っているが、K・B様と姉様との関係性は悪い状態である。
自宅は屋根が抜け落ちて電気ケーブルがむき出しの状態、飼い猫や飼い犬が繁殖して
一時期30匹程度にまで増加していたが現在小動物はいなくなっている。借金は民間
250万、税金20万、賦課金(解約できない)40万、社共100万あり。
成年後見人：感情に波があり。K・B様が当院入院してから面会は1回のみ。ワーカーから面会依頼の電話を行っているが拒否されている。理由は、K・B様に人格障害あるため身元が知られることで自分自身に被害が及ぶ可能性があるため、家庭裁判所から面会は必要最低限で実施するように言われたとのこと。破産手続きが終わらないと施設申し込みすらできないとのことである。
本人の訴え：自宅に帰りたい(実際に住める状況ではないことは理解している)、成年後見人と面会したい、携帯電話をもちたい。
姉様：施設への入所を希望されている。
今後の対応：①後見人に来院して頂き、まずはK・B様抜きでスタッフとの面談を行う。
　　　　　　②K・B様の訴え時に対応するスタッフは西舘SW、小原JGM、担当ナース新田とする(統一した対応をするため)
　　　　　　③退院に対する訴えや希死的発言見られる場合はこまめに記録を残し、日誌にあげスタッフ間で情報共有・観察を密に行う。
　　　　　　①②③これらの対策を行った上で、後見人・弁護士に来院依頼し医師も含めた面談を組んでいく・自宅の写真を取ってきて自宅の状態をK・B様に再確認して頂く・姉様が弁護士から得ている情報の確認を行う・姉様と連絡がつかない場合は医事に来院した際に病棟に連絡をもらうように他部署との連携を行う等々の対策を行っていくこととする。
